
 

 

 

 

 

 

　 新年度がスタートしました。学校運営協議会だより第１号では、京極町教育委員会が目指す令

 和７年度京極町の教育について、東原教育長にインタビューしました。

 

 　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 学校運営協議会は、教育委員会によって学校に設置されている合議体です。ここでは、学校と地域住民や

保護者が学校運営の基本方針の承認や様々な課題の共有を図るとともに、学校運営への必要な支援を協議

します。多くの関係者間でビジョンや目標を共有し、幅広い地域住民の参画により活動の活性化につながる

ことから、地域学校協働活動と学校運営協議会の双方が両輪として相乗効果を発揮していくことが期待され

ています。裏面では、地域学校協働活動と学校運営協議会を説明させていただきます。 

 京極町学校運営協議会　 　 　 　 　 　            　 　 　 令和７年４月１１日  No.１  

学校運営協議会だより 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 文責　 CS事務局

　 Q １  京極町の子ども達には、どのような姿に成長してほしいと思われますか？ 
 
　 昨年度、京極町学校運営協議会では、目指す子ども像について協
議がなされました。その結果「ふるさと京極の未来を思い、語れる子
ども」を、目指す子どもの姿とすることが確認されています。 
　 本年度も、京極町の地域住民・保護者の皆様、関係機関、学校等が

 一丸となって、目指す子ども像を共有し、子ども達の笑顔のため尽力
 したいと考えています。

  Q ２  そのためには、具体的にどんな力を育てることが必要ですか？ 
 
  義務教育の中で、「生きる力」を育むことが求められています。京極町小・中学校において
もこれからの「社会を生き抜く力　 社会で活きる力」を育てたいと考えています。 
 
  Q ３  それらの力を育てるために、どんなことに取り組まれますか？ 
 
　 そのためには第１に、「子どもの可能性を引き出し、才能や個性を伸ばす教育の推進」を進

 めたいと思います。また、具体的には、下記のような取組を考えています。

○児童・生徒の学びの充実を図るため、小中連携の取組を強化・継続します。また、主
 　 体的・対話的で深い学びの実現を小・中学校共に目指していきます。

○小中学校におけるふるさと教育を推進するため、本年度も「ふるさと教育推進支援
 　 員」を配置します。

○個別最適な学びと協働的な学びを実現するため、ＩＣＴの積極的な活用を進めます。
 　 また、１人１台端末の更新も行います。

○グローバル化が進む中、英語を活用しコミュニケーションを図る力を育むため、小学
　 校３年生以上の児童生徒の１人１台端末に英語アプリを導入します。

　 第２に、「豊かな心の力を育む教育活動の充実と健やかな体を育む子どもの育成」を進め
 たいと思います。下記のような取組を進めたいと考えています。

○子どもたちの個に応じた心のケアとサポートを図るため、スクールカウンセラーを引
 　 き続き配置します。

○学校に登校できない児童・生徒を支えるため、京極町教育支援センター「あしすと」を
　 開設します。

　 この他、「質の高い教育を支える教育環境」を整備するなど、様々な施策を推進していきた
いと考えています。    
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地域全体で子どもたちの成長を支える地域学校協働活動  

　 地域学校協働活動は、平成 29  年３月の社会教育法改正により、法律に位置づけられました。

       　 情報提供を踏まえた支援活動    ↓（両輪）↑　 協議の結果に関わる情報提供

 学校運営協議会を紹介します

 
　

　

　

　

 　

 

　

　

　

　

　 　 　 　 　 　 コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会を設置している学校です。

　 「学校運営協議会」とは、地域教育行政法に基づき、

教育委員会によって学校に設定される合議体です。こ

こでは、学校と地域住民や保護者等が学校運営の基

本方針の承認や、様々な課題の共有を図るとともに、

学校運営に必要な支援等について協議します。多くの

関係者間でビジョンや目標を共有を通して、幅広い地

域住民の参画により、活動の活性化につながるなど、

地域学校協働本部と学校運営協議会の双方が両輪と

して相乗効果を発揮していくことが期待されます。 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 地域学校協働活動を紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             　 地域学校協働本部とは、地域学校協働活動を推進する体制のことです。 

　 「地域学校協働活動」とは、地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴＡ、ＮＰＯ、民間企業、団体、関係

機関等の幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えると共に、「学校

を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な

活動です。子どもの成長を軸として、地域と学校がパートナ

ーとなって連携・協働し、意見を出し合い学び合う中で、地

域の将来を担う人材の育成を図るとともに、地域住民のつ

ながりを深め、自立した地域社会の基盤の構築・活性化を

図る「地域を核とした地域づくり」を推進し、地域の創生に

つながっていくことが期待されます。例えば、子どもたちが

地域に出て行う郷土学習を行ったり、地域住民と共に地域

課題を解決したり、地域の行事に参画して共に地域づくり

に関わるといった活動が挙げられます。（文部科学省ＨＰより） 
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　 　 地域の皆様 

　 ～学校を核とした地域づくり～

　 　 　 　 　 　 　 　 　 京極町の地域学校協働活動を紹介します  
　
 
 
 
 
 
 
 

　 夏休み（学校の夏季長期休業中）に京極町役

場前駐車場にて実施しているラジオ体操(京極

町教育委員会主催)は、京極町スポーツ推進委

員のみなさんの協力により毎年行われていま

す。写真は昨年 7/31 の様子です。

　 学校の冬休みに実施している教育委

員会主催の書き初め会は、今年１月９日

公民館大ホールにて開催されました。　

　 この会は、日本習字京極サークル・温

知会のみなさんのご協力により行われ

ています。


